
   

 

   

    

第２４０２回  クラブフォーラム 

日   時 平成２１年１１月５日（木）１２：３０～１３：３０ 

場   所 

内 容 

-今週の祝福- 

会 員 誕 生 日 

 

ご 夫 人 誕 生 日 

結 婚 記 念 日 

 

ホテルトヨタキャッスル 

ＩＡＣ海外研修報告会 

 

１１月 ６日 宮戸優治郎君 

１１月１０日 斎藤直美君、三宅金一君 

１１月 ５日 片田直幸君ご夫人 多美子様 

１１月 ６日 宮戸優治郎・京子ご夫妻 

１１月１０日 梅村正明・恵子ご夫妻 

１１月１１日 山田康二・泰枝ご夫妻 

 

  

第２４０１回  

日   時 平成２１年１０月２２日（木）12：30～13：30 

会 場 ホテルトヨタキャッスル 

司 会  会場委員会 井戸雅裕君 

斉 唱 『我等の生業』 

来 訪 者 社会福祉法人日本介助犬協会事務局長 高柳友子様 

〃 訓練部トレーナー   打越一美様 

介助犬ユーザー 坂本 悟 様、グミちゃん（犬） 

豊田西ＲＣ             古井 弘二様 
 

会務報告 会会長長挨挨拶拶    岡岡田田勝勝美美  会会長長  
 

皆さん、こんにちは。本日は、会長報告、

会務報告はございません。 

先日私事ですが、従兄弟と下呂に昼食に

行ってまいりました。何も２時間もかけて行く

ことも無いだろうと思われますが、従兄弟が

盛んに誘うものですから、その夫婦とかみさ

んとで下呂に行ってまいりました。特に高級

な何千円もする飛騨牛を頂くわけでもなく５

～６百円の鶏肉を頂きに行ってきました。そ

れは「ケイちゃん」と言われる鶏肉料理でキャベツや味噌など

と混ぜて召し上がる料理です。それが結構美味しかったです

ね。この料理は飛騨や奥美濃へ行くとよくある名物料理だそ

うです。最近では私たちの近くのスーパーでも見かけるように

なったのでご存知の方も多いかとは思います。このお店は下

呂温泉の手前の山の中の一軒家でありますが、平日にもか

かわらず本当に良く混んでいました。ここが「ケイちゃん」の

元祖と言うこともあり、土日では行列が出来るようであります。

最近はこう言ったＢ級グルメが流行っているようです。またこ

れもＴＶの取材などを通じ、町おこしや村おこしに繋がってい

るようです。豊田市も今、観光に力を入れています。豊田に 

 

も豊田らしい食材やお店がかなりあると思いますのでもっと発掘

してほしいものです。そして、それらを広めて町おこしに繋げて

いけばいいなぁーと、「ケイちゃん」を食べながら一人考えてい

ました。以上で会長挨拶とします。 

 

幹幹事事報報告告  天天野野勝勝美美  幹幹事事  
  

 例会変更のお知らせはお手元の資料をご確認下さい。 

 次週１０/２９は休会となります。 

 名古屋城北ＲＣ様より、ビジターフィー変更のご案内があり

ました。（現行 2,000 円⇒１１月より 3,500 円となります） 

  

委員会報告等＊＊親親睦睦活活動動委委員員会会  杉杉浦浦  毅毅  委委員員長長  
 

前回の例会でもご案内をさせていただきましたが、１１/１９(木)

に「秋の親睦例会」を開催いたします。この時期でしかない素

材(ツグミ、シシ、エゾシカ、松茸、川魚、自然薯)を中心とした料

理ですので、ぜひご参加をお願いいたします。 

 

 

 担当 米山和浩 君 
 
 

本日は日本介助犬協会の事務局長であり

ます、高柳友子さんにお越し頂きました。そ

して、介助犬の現状と課題についてお話を

頂く中で、非常に現在の介助犬を取り巻く環

境は厳しいということも合わせてお話を頂き

ます。また、本日は他にトレーナーの打越さ

ん、ユーザーの坂本さんにもご同席を頂いて

おりますので、後ほど合わせてご紹介をいた

します。実は私が地区に出向の際、委員長の長瀬さんが介助

犬に非常に協力的かつ情熱的でしたので、その思いを受けて

是非皆さんにもご周知いただければと思い、卓話をさせていた

だきます。 
 

ゲストスピーカー 高柳友子 氏  
（社会福祉法人 日本介助犬協会事務局長・医学博士） 

『介助犬の現状と課題について』 
 

介助犬とは 

肢体不自由者の日常生活動作を助け、障害

者の自立と社会参加促進のために訓練され

た犬のことです 
 

介助犬の役割 

手足に障害がある方の日常生活動作で手足の代償・補完する

ことです。たとえば、落としたものを拾う、物をつかむ、移動する、

運ぶ、戸などを開ける、閉める、携帯電話等の指定されたもの

を持ってくる、電気やエレベーターのスイッチ操作、立ち上がり

や起き上がりの介助、靴や靴

下などの着脱介助など非常に

幅広い動作の介助です。また、

介助犬使用者の障害の種類

や程度によって介助犬の行な

う動作は異なり、ニーズも訓練

内容も異なります。 
 

介助犬の目的 

①障害者の自立、社会参加と

社会復帰の推進 

介助犬は障害者の自立意識

を高め、自立動作を増やし、

より安全で快適な社会参加と

自尊心、自制力を高めます。 

②障害者の生活の質（QOL）

の向上 

生活の中で介助者の頼んで

いたことを介助犬にお願いす

ることで介助者に気兼ねなくより満足して動作ができるようにな

ります。そして、一人で過ごせる時間が増え、「すみません」を

言う頻度が減り「ありがとう」を言う頻度が増えます。よって、生活

全般が活性化され、自信を持ってより快適な生活につながり、

使用者のQOL 向上につながります。 

③介助者の負担軽減 

介助犬が介助者の行なう行為を代わりに行なってくれるため介

助量が減ったという直接的なこともあります。しかし、介助犬と使

用者が一緒に生活することで、介助者の見守りなどの精神的な

負担の軽減につながっていることも大きな負担軽減になってい

ます。 
 

介助犬の活動状況 

全国で５０頭（平成２１年度９月現在）が実

働しています。そして全国にある介助犬

育成機関は２６団体あります。わが国の肢

体不自由者の数はおよそ 175 万人おり、

そのうち１万５千人程度の方が介助犬を

必要としていると推計されます。 
 

介助犬の今後の課題 

①介助犬の認知度が低く、身体障害者補

助犬法が知られていないこと 

②質な介助犬候補犬の確保と育成が難しく、財源が寄付に頼

られること 
 

介助犬を通して伝えたいこと 

介助犬は「車いす」や「杖」と同様の自助具、つまり『生きた自助

具』だと思います。しかし、ただの「道具」とは比較にならないほ

どの大きな効果をもたらす『生きた自助具』です。その犬と一緒

の時間を共有し、共存していく使用者の方〄にとっては、生き

る動機・挑戦する動機・努力する動機になります。そして、本人

が持つ最大限の能力を発揮する助けになり、自立度の向上や

社会参加の促進に大きくつながっていきます。 

今春、全国で初めての介助犬専門訓練施設、介助犬総合訓

練センター・シンシアの丘 が愛知県長久手町に建設されまし

た。一人でも多くの障害者に、本日介助犬のデモンストレーショ

ンとして、「テイク携帯」、「テイククツ、靴下」、そして「呼んで来

て」などを披露して下さった千葉県の坂本さんのように、介助犬

と生活することで不自由を解消し、生きていてよかった、この子

（介助犬）とあちこち行ってみたい、と前向きに生き生きと生活

できるようになる方が増えるように、今後も頑張ってまいりますの

で、どうか介助犬の普及にご理解とご支援を賜りますようお願い

申し上げます。 

 

**************************************************** 

  

本日の当番 鈴木隆太 君 
 

●古井弘二様（豊田西ＲＣ） 

米山さんの卓話を楽しみにして来ました。頑張って下さい。 
 

●米山和浩君 

本日、当番の山田康二さんと替わって頂き、卓話をさせて頂きます。

日本介助犬協会事務局長で医学博士でもある高柳友子さんに、

日本の介助犬を取りまく環境についてお話し頂きますので、よろし

くお願いします。また、お席に募金箱をお廻ししますので、ご協力

をお願い致します。 
 

●小野雅道君 

ニコの隆太君、卓話の米山さんには益〄のご活躍をご祈念申し上

げます。さて、本日６年目の皆出席を頂きました、これからもマイペ

ースで頑張ります。 
 

●下地正孝君 

ニコ当番の鈴木先輩には、公私共に大変お世話になっております。

鈴木先輩の日頃の対応の丁寧さ、本当に頭が下がります。私も見

習い、穏やかに日常を過ごせるよう頑張ります。 
 

●山田康二君 

卓話当番の米山さんには、大変お世話になっています。私にとっ

て、よき先輩であり兄のような存在と思っています。昨夜は流星を

見るため遅くまで起きていたうえ、流星は１個しか見れず寝不足で、

米山さんの卓話なら寝るところですが、高柳さんの興味深い話を

楽しみに聞かせて頂きます。 
 

●友情投金 
赤松 明 井戸雅裕 鈴木秀和 松井博文 鈴木賢三 

伴 征雄 市川善英 中根冨夫 伊藤 勲 山内一英 

小島洋一郎 斎藤直美 岡田勝美 松尾隆延 孕石邦雄 

福田正夫 片田直幸 倉地忠雄 杉浦秀明 三宅英臣 

永田一夫 野口明生 永井英雄 深津明徳 杉浦 毅 

磯島吉晴 渡邉寿也 丸井俊裕 光岡新吾 佐藤博文 

梅村泰弘 天野勝美 光岡主税 鈴木万衛 藤井伸三 

鈴村幸伸 河合弘義 太田雄介 杉浦敏夫 的場健人 

神谷典之 杉浦正典 加藤直樹 山田郁雄 清水伸吉 

酒井法丈 村上雅則 
 

●鈴木隆太君 

本日、代理でニコ当番をさせて頂きました。みなさまのご協力に感謝し、

投金させて頂きます。 
 
----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ------  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  --  ----  ----  ------  ----  ----  ----  ----    ----  ------  ----  ----  --------  ----  ---- 
 

出席状況               出席委員会 米山和浩 君 
  

例会日 会員数 対象会員 欠席者 出免会員 出席率 

１０/２２ ８４名 ７３名 １７名 ４名出 78.21％ 

先〄週（１０/８）の修正出席率  ・・・休会 
 

----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ------  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  --  ----  ----  ------  ----  ----  ----  --  ----  ----  ----  ----  ----  --------  ----  ----  

 
  第２４０３回  

日 時  ２１年１１月１２日（木）  

場 所  ホテルトヨタキャッスル 

卓 話  佐藤博文君 
 

 

 

豊田ロータリークラブ  

〒471-0034 豊田市小坂本町 1-4-12   

Tel 0565-32-5555   Fax 0565-32-5559 

E-mailoffice@toyotarc.jp HPhttp://www.toyotarc.jp   
会報委員会：小野雅道  山田郁雄   北川尚子  下地正孝  鈴木賢三  太田雄介 

 

 

 

 

 

 

 

【靴を脱がせる】 

 

 

 
【指示したものを持ってくる】 

 
 

《写真提供》日本介助犬協会 

 

 

《坂本さんとグミちゃん》 

mailto:office@toyotarc.jp
http://www.toyotarc.jp/

